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特集・「総合的な学習の時間」への取り組み

平成14年度からの新学習指導要領の実施にそなえ、平成12年度から小中学校では「総合的な学習の時間」が設けられ、

各博物館でもその対応への模索が始まっています。そこで、今回の「ミュージアム多摩Jでは、「「総合的な学習の時間J
への取り組み」を特集テーマとし、加盟各館からの事例報告や活動方針などを紹介する場としました。また、先駆的な

実践事例として知られている戸田市立郷土博物館の片貝勝氏にご寄稿いただきました。
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「総合的な学習の時間」への一つの試み
戸田市立郷土博物館指導主事 片貝 勝

1 はじめに一博物館職員のとまどい一
「総合的な学習の時間」 (以下、「総合的な学習」)が試
行されて数年が経過した。当郷土博物館周辺でも、「どう

して、子どもたちだけで来るのだろう」「電話で子どもが

アポイントをとってくる」「今までの調べ学習とはどう違

うのか」など戸惑いの声が聞こえてくる。

当館では、これまでも博学連携事業を推進してきた

(図 1参照)。 しかし、上のような声から、平成14年4月 か

ら新設される「総合的な学習」への対応が、従来の組織

と方法においては、必ずしも十分ではなかったと考えら

オしる。

そこで以下、「総合的な学習」に対する博物館の関わり

について、「事前に理解しておくこと」「実践事例」「課題」

という三つの観点から論じるものである。

2 事前に理解しておくこと
(1)教師と博物館職員の意識改革を

従来の博物館の教育普及事業が低調に終わっている根

本的理由を、宇都宮大学の廣瀬隆人氏は、「学芸員の教育

普及に対する軽視と負担意識、学校教員の博物館や社会

教育に対する見識のなさや独善的歴史観という相互の閉

鎖性が作用した歴史的遺産である」と明確に指摘してい

る0。

「総合的な学習」は、平成14年度から創設される新 し

い学びの時間である。教科書もなく、教えるべき内容も

明示されていない。したがって、指導する教師には従来

の授業観、指導観の大転換が求められている。そこで、

教師とともに「総合的な学習」の指導にあたる博物館職

員にまず求められるのは、廣瀬氏の指摘するように、意

識を変革し「総合的な学習」について全職員で共通理解

をはかることであろう。

(2)「総合的な学習」とはどんな時間か

―博物館職員の立場から理解すべきこと―

現在進行している教育改革の究極のねらいは、「ゆとり
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の中で生きる力」を子どもたちに育むことである。そし

て、ねらいの実現のために中心的な役割を期待されてい

るのが「総合的な学習」である。これは、学校の年間総

授業時間の1/9、 約100時間設定されている。体験学習や

調べ学習が重視され、子どもたちはこれらの学習をとお

して、自ら考え、自ら判断する力や課題を見つける力な

どを育み、学び方を学び、将来に生かしていくことが期

待されている。

文部科学省の嶋野道弘氏は、「総合的な学習」の特徴を

「大人がとった魚を子どもに与えるのではなく、釣りざお

を持って自ら魚をとることができるようにすること」と

たとえている。また、この学習の子どもたちへの対応と

して、「子どもたちに『自分たちで気づかせ、つかませるJ

ことに最大の注意が払われている」という草加市高砂小

学校の実践例を紹介している
0。

(3)教師と博物館職員が総合的な学習の授業を創る

博物館資料 (人、もの)を活用して授業を倉1る場合、

「博物館ならでは」の、「総合的な学習の趣旨」を生かし

た学びを創りたいものである。そのための留意点は以下

のとおりであると考えている
0。

①学校側からの授業の狙いをよく聞き、博物館側で実

物資料や復元品を用意する。

②授業案作成には学芸員も加わり、学芸員が参加でき

る場面を設定する。学校が所在する地域の教材を取

り入れる。

③実物資料に触る、縄文語を聞く、石器で魚を切る、

火おこしをするなど体験学習を必ず取り入れ、五感

に訴える。

④最新の研究成果をもとに、問題解決学習として、自

然や人間の共生や地球との付き合い方を考えさせる。

⑤子どもたちの実態をよく把握しておく。 (どんな体験

学習をしてきたか、事前の知識・理解はどこまでか、

興味 。関心はどうか、発達段階など)

3 実践事例「縄文人がやつてきた !」
―川国市立西中学校への出前授業一

当館では、博物館の資料 (人、もの)を学校の授業で

活用できるよう、博物館職員が資料を持って学校を訪問

する「出前授業」を実施している。そこで次に、当館で

平成13年 10月 25日 (木)と 30日 (火)の 2日 間にわたつて

おこなった、川口市立西中学校への出前授業を紹介した

い 。

(1)単元名

縄文人の知恵や技術を体験的に学ぼう

(2)授業のねらい、指導者の願い

子どもたちにとって遠い過去の世界に想いを馳せるこ

とはとても楽しい事である。まして、現在の生活が数千

年の時空を超えて古代人と結びついていることが実感で

きたなら、その想いはいっそう深まり、歴史に対する興

味 。関心が喚起されるに違いない。歴史を学ぶ目的は、

単に歴史的事実を知ることばかりではなく、その背景に、

昔の人々の生活や願いがあるということや、よりよい生

活をめざして懸命に生きた姿があることを理解するとと

もに、その先人達の知恵や技術、努力や苦労を体感する

ことをとおして、自らの生き方に生かしていくという意

欲や態度を育んでいくことにある。

本時の授業は、地域の縄文時代の生活に焦点をあて、

博物館資料 (人、もの)を活用して、教師とのテイーム

ティーチングを試みたものである。始めに、博物館資料

の提示やVTRの視聴により、子どもたちの、地域に対す

る興味・関心を喚起する。次に「火おこし」と「まが玉

づくり」を行い、古代人の知恵と技術を体験的に学ぶ。

さらに、石斧による栗の木の伐採や黒曜石による切断実

験をとおして、学習を深めていく。そして、生徒ひとり

一人が「楽しかった」だけでなく、「自分でも調べてみよ

う」「やってみよう」という具合に、今後の学習に結びつ

くような授業をめざしたい。

(3)学習過程とポイント

①生徒たちとの出会いを劇的に演出。「縄文人の姿」で

登場。子どもたちの意識を揺さぶる。

②博物館資料の提示 (縄文土器、土偶、埴輪、まが玉、

石斧)。 授業の導入段階として、本時授業に対する興

味 。関心を喚起する。縄文時代にそぐわない埴輪を、

ひとつ混ぜているところがポイント。

③本時の学習課題の提示「縄文人の知恵や技術を体験

的に学ぼう」。体験学習を取り入れた課題解決学習で

あることを示唆する。

④発問1「約5000年前、当地に人間が住んでいたのだろ

うか ?」。まず、生徒たちに予想させる。90%の生徒

写真1 出前授業のようす
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は「いなかった」と予想。

⑤VTR「戸田の歴史」で検証する。戸田市文化会館建

設時に約6000年前の人骨が発見された場面に的をし

ぼる。約3分。(大部分の生徒の予想に反する)

⑥グループで「火おこし」「まが玉づくり」に挑戦。約

15分。うまくできることや、完成させることが目的

ではない。ヮークシートに「うまくできたところ」

「うまくできなかったところ」を記入させる。「火お

こし」では意図的に「きりもみ式」と「紐切り式」

特集・「総合的な学習の時間」への取り組み

でやらせる。煙が出れば上出来である。「きりもみ式」

だと煙さえ出ないので生徒は苦労する。ここで苦労

させるところが大切である。

⑦途中でも作業を中止させ、縄文人が教室の中央で

「舞い切り」式で「火おこし」の模範を見せる。煙だ

けでなく火の粉までおこせるように準備・リハーサ

ルすることがポイント。ここで生徒からは感嘆の声

が_Lがる。

③発間2「縄文人が太さ30cmの栗の木を石斧で切り倒す

のにどのくらい時間がかかつたのだろうか ?」。生徒

たちに予想させる。大部分の生徒は1時間以上と予想

する。

⑨VTR「NHKス ペシヤル『日本人はどこから来たか』」

で検証。都立大学の山田助教授の石斧による伐採実

験の場面に焦点をしぼる。約5分。 (ま たしても大部

分の生徒の予想ははずれた。生徒が「おや」と疑問

に思う、「え～」と驚くような場面を授業中に作って

いけるかがポイント)

⑩黒曜石による紙の切断実験は見本を示す程度にとど

める。

⑪体験学習は事後指導がポイント。歴史新聞や感想文

集など記録を残し (資料1・ 2参照)、 発表の場を設定

するなど、評価の観点から授業のまとめをすること

が大切である。
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特集。「総合的な学習の時間」への取り組み

4 課題一「対話と連携」を両者のキーワードに一
今後、「総合的な学習」に取り組んでいく際、どのよう

な課題が考えられるか、最後に若干の考察をおこなうこ

ととしたい。

まず、博物館が取り組むべき課題として、学習指導要

領や教育課程について基本的な知識を持つことが挙げら

れる。特に「総合的な学習」については、博物館職員間

で研修会をもつ必要があるだろう。また、授業で活用で

きる博物館資料の紹介と、それらの資料を活用した実践

事例の紹介・普及も求められる。さらに、博物館授業等

をとおして、子どもたちの実態把握に努め、それを展示

解説や体験学習の指導に生かすことも課題として挙げら

れるだろう。

「総合的な学習」を指導するための、教師向けの研修

会を実施することも必要であると考えられる。なお、当

館では、「体験学習指導者研修会」 (資料3参照)を実施し

ており、市内小中学校の教師を対象に、千歯こき、火お

こし、糸車、まが玉、唐箕、石自、鎧についての使い方

や、授業での活用方法についての講義と実習をおこなっ

ている (写真2・ 3参照)。

また当館では、市内の小・中学校の教諭・近隣博物館

の関係者等を対象にした「博学連携を考える研修会」を

実施している。この研修会の内容は、博物館教育に関す

る講演会、博物館活用を推進している教師による実践事

例の報告をはじめ、常設展示室の内覧会や収蔵資料室の

見学、収蔵資料室の見学などである。また、別の機会に

市内の施設や文化財めぐりなどもおこなっている。

一方、教師側も、常設展示室の資料に関する知識を習

得していく必要があるし、体験用資料の実技研修もみず

からすすんで取り組んでいく姿勢をもつことが課題とな

るだろう。

いずれにせよ、学校と博物館とが、お互いに役割分担

を明確にしつつ、学習の場や活動において両者の専門性

を生かし、足 りないところを補完し合いながら一体とな

って子どもたちの教育に取り組むことこそ求められてい

るのではないだろうか。

注

(1)廣瀬隆人「学校教育と『融合Jする博物館活動」 (博

物館と学校をむすぶ研究会『学ぶ心を育てる博物館

―「総合的な学習の時間」への最新実践例』ミュゼ、

20∞年)

(2)嶋野道弘「総合的な学習の時間―実践へのアプロー

チ』全国教育新聞社、2CX10年

(3)長島雄一「博物館と学校」 (「季刊ミュージアムデー

タ』No.52、 丹青研究所、2001年)を もとに作成。

参考文献 (戸田市立郷土博物館発行資料)

『魅力ある授業づくりは郷土博物館から一郷土博物館活

用の手引書Ⅱ J 1997年

『改訂版学習サポートー小学校3年生用 。小学校6年生

用。中学生用』1998年

『博物館を活用した実践事例集』20∞年

博物館広報パンフレット『みみずくほっとらいん』(毎

月発行)

写真3 糸車
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特集・「総合的な学習の時間」への取り組み

たまたま「総合学習」という名前で
府中市郷土の森博物館

「総合学習」はある日突然、博物館を襲ったわけでは

ない。正式導入を控え前倒しで実施している学校が多く、

博物館で「総合学習」の言葉が聞かれたのは2、 3年前で

あろうか。状況を察知して、学校との連携を事業重点項

目の1条に加えたのが、Oo年度の当館事業計画書から。も

っともその間、教育委員会側から博物館に対してそのた

めの要請があったり、体制整備が図られたりしたわけで

はない。「総合学習」の言葉は電話をしてきた学校の先生

から初めて博物館に飛び込んで来たのかも知れない。

展示解説員による解説付きの学校団体だけで年間70数

件、延べ6,000人近くを受け入れてきた当館でも、01年か

らは「総合学習」名目で訪れる児童・生徒の件数は確かに

増えた。内容はさまざまだが (下表参照)、 要するに、単

に展示を見たり解説を聞いたりするのではなく、博物館

資料やスタッフとの直接の接触、ユニークなテーマ設定、

子供の自主性やグループ行動に重点を置いたものが多い。

事前に担当教員と博物館側との調整がなされ、両者の主

旨と希望が適ったプログラムになるのが好ましいが、不

充分なことは承知している。対応するスタッフの体制も

厳しいが、ちょうど00年度に制度化した博物館ボランテ

イアの活躍がめざましい。市内の学校優先はいたしかた

ないところか。「総合学習」を名目にした市内の学校20名

以下の利用は、入館料を免除する規定も整えた。

「総合学習」のすべてが博物館と結びつく必要は全く

ないが、その主旨からして、地域の博物館がその一翼を

担うことは、公平に見て望ましいことのように思う。学

校受け入れは、手間ひまがかかることだが、お金はそう

かからない。予算のない今の時期だからこそできること

であろう。多額の公金を使ったイベントよりも大方の共

鳴が得られるのではないか。子供は継続的で再生産が可

能な市場でもある。

しかしそれよりも何よりも、「総合学習」受け入れスタ

イルを切磋琢磨していくことにより、地域博物館の本来

的な姿に立ち戻れるのではないか、ということである。

その教育プログラム作成に教師ばかりではなく、子供や

ボランティアの参画する余地があるのもいい。翻って考

えるに、博物館としてあたりまえの教育活動が、たまた

ま「総合学習」という名前を借りてやってきたといって

もいいくらいである。しかも、そのための児童生徒への

対応と、一般利用者に対するサービスと、実のところさ

ほど変わるところがないのではないか、とも思う。あの

奔放でしかも優れた感性の利用者にわれわれが学ぶこと

は多いはずである。

総合学習受入実績 (2001年 1月～12月 )

月 日 学年 人数 内 容 対 応

01/25 中 1 5 職場訪問 学芸係

02/03 /1ヽ 4 101 水車見学・石臼粉挽き体験 学芸係 。ボランティア

02/09 中 1 5 職場体験 解説員・学芸係・庶務係

02/16 /1ヽ 4 108 石自粉挽き体験 学芸係 。ボランティア

02/27 /1ヽ 3 70 石臼粉挽き体験 学芸係 。ボランティア

05/10 高 1 329 地域研究オリエンテーション講演会 学芸員派遣

09/12 中 1 わが町で学ぼう・江戸時代の府中 解説員 。学芸係

09/14 中 2 8 職場訪問研究 。ものの行方 学芸係

09/24 /1ヽ 3 3 府中いいとこ発見 。郷土の森 解説員・学芸係

09/27 /Jヽ 3 府中いいとこ発見・くらやみ祭 解説員

10/25 /Jヽ 6 16 地域の歴史を学ぼう。甲州街道 解説員・学芸係

10/25 中 1 2 職場体験 解説員 。学芸係・庶務係

10/29 /1ヽ 5 7 地域の歴史を調べよう・武蔵台遺跡 学芸係

11/07 /Jヽ 5 7 お米探検隊 解説員 。学芸係

11/21 /1ヽ 5 66 お米の脱穀体験 資料貸出 。指導

12/11 /1ヽ 4 56 多摩川の楽しみ方 解説員

12/12 /Jヽ 4 ワ
‘ お米の脱穀・籾摺 り体験 学芸係
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特集・「総合的な学習の時間」への取り組み

楽しく広がれ総合的な学習
東大和市立郷土博物館

総合的な学習の時間の実施に伴い、受け入れ側となる

博物館の対応が課題とされていますが、当郷土博物館で

は、ことさらに「総合のため」の対策は講じていません。

それは、総合であるか否かにかかわらず、学校側からの

相談に対してできる限りの協力、援助、指導を行う、と

いう基本スタンスは、これまでと何ら変わらないと考え

るからです。博物館が考えた総合用プログラムを学校に

与えるのではなく、学校の意向を尊重しながら “博物館

ができること"と いう制約の中で協力しようと考えてい

るのです。

学校と博物館がどちらか一方的に立場を押しつけるこ

となく、子供にとってわかりやすい授業を双方で模索す

ることになります。

その一つの事例として、平成13年度に市立第一小学校

の5年生の総合的な学習において、教員と館職員が知恵を

出し合い、年間を通して継続している授業を紹介します。

*     *

「自然の中での体験は 1回 限りでなく、少なくとも四

季を通じて博物館の方に来ていただけませんか ?」 と先

生にお話ししました。その結果、ほぼ毎月 1回、狭山丘

陵、博物館、学校の教室のいずれかで狭山丘陵の自然に

ついて総合的な学習を行なうことになりました。

狭山丘陵の雑木林で植物、昆虫、野鳥の観察、 ドング
リ、落ち葉、マツボックリなど自然の材料を使っての工

作。3月 には学習した内容を、子供たちが雑木林でグルー

プごとに発表します。お客さんは保護者の方や、地域の

皆さん、他の学年の子供たちです。ミニ観察会、ネイチ

ャーゲーム、紙芝居、森の音楽会など…。子供たちが学

習した成果をどんなふうに発表するか、楽しみにしてい

ます。また、博物館ロビーでも1年間の活動の様子を展示

する予定です。

総合的な学習は、基礎科目を応用して学習していくも

のです。国語 。算数 。理科 。社会・音楽・体育
。図工の

基礎科目がしつかりできていて、総合的につながつてい

くのではないでしようか ?そ のため、単なる体験や、調

べ学習だけで終わってしまっては、いけないと思います。

例えば、野鳥について学習をするとしたら次のような

ことが考えられます。鳥についての物語を読む・作る、

渡り鳥の地図を作る、食べ物と栄養、市の鳥・学校の鳥

を決める、巣箱作 り、鳥による農業被害、鳥の歌を作

る 。歌う、鳥の大きさ・重さをはかる、飛ぶ速さと同じ

速さで走つてみる、鳥の習性と生き物同士のつながりな

ど…。他にもいろいろなことが考えられます。

鳥についての学習というと、理科的な要素と思われが

ちです。しかし、いくつもの教科にまたがって学習した

いものです。鳥を主人公にした物語を子供たちが作 り、

演劇を開くのもおもしろいでしょう。演劇会を開くため

の準備やポスター作り、当日の運営まで子供たちが主体

となって取り組めれば、素晴らしいと思います。

総合的な学習は、最後に発表をして終わるということ

が多いようです。総合的な学習の目的からいっても、そ

の学習を踏まえて今後どのようにそれを活かしていきた

いか、その変化まで考えさせることが大切ではないでし

ょうか。

私たちの実践している学習内容は、ほかの博物館や学

校でも取り組んでいることで、別に目新しいこともない

でしょう。私たちの取り組みで特徴的なことは、①常に

学校の先生と博物館職員がお互いに行き来し、情報交換

をしている。②年間計画を体系的に決めた。③お父さん、

お母さん方、市民ボランテイアグループの協力を得られ

る、が挙げられます。

*   *

学校からの依頼は、単発で終わってしまうことが多い

のですが、年間計画として依頼を受けた方が、私たち博

物館職員も学校の先生方も、何より子供たちも楽しく学

習できるでしょう。

総合的な学習をどのように進めていくかは、先生の学

級作りと考えがとても大きく関係してきます。私たち博

物館職員は、講師依頼を受ける時は、子供たちの学習と

先生方のお手伝いができたらと思います。

今後、子供たちが体験の中から、自ら課題を見つけ取

り組み、どんな活動に結び付けていくか、総合的な学習

はどんどん広がっていくはずです。
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特集。「総合的な学習の時間」への取り組み

地域と博物館の連携
清瀬市郷土博物館

ここ一、二年の状況を見ていると、学校現場の先生方

も色々と模索しておられるようですし、博物館としても、

郷土文化の学習を積極的に援助していかなければならな

いと実感しております。

当市の社会教育課では、平成2年から市民サークルや指

導者情報などを掲載した「まなびすと」というバンフレ

ットを作成しています。これは生涯学習推進のための市

民向け手引き書とでもいうべきものですが、博物館でも

同様に、歴史・民俗などの郷土学習のみならず、自然科

学や社会学的学習のための手引書を作成していかなけれ

ばならないでしょう。

例えば、博物館では郷土の文化や歴史に詳しい方、郷

土料理が得意な方、伝統技術を持っている方、野草や野

鳥に詳しい方などさまざまな技能を持っている市民の情

報を持っています。現に、学校からは子供たちに郷土文

化などを教えてくださる方を紹介してほしいという要望

がたびたびあり、学校と市民とを結ぶ橋渡し的な役割が

求められています。従来は、その都度博物館があいだに

立ち双方の都合を調整しており、非常に効率の悪い方法

で対処していましたので、学校の教員に向けて手引書な

どの形で情報を提供できれば、選択肢も広がり迅速かつ

十分な対応もしていただけるのではないかと期待します。

しかし、現状では情報が体系的に集約されていないこと、

追跡調査をしていない情報があるなど整備不全の状態な

ので、学校現場で活用できるよう早急に形にしなければ

なりません。また、指導者や講師の情報だけでなく、子

供たちに向けて市内探検マップや検索項目が豊富な清瀬

事典などを作成したら楽しんでもらえるだろうかと考え

ております。

また、当館で従来から行つてきたさまざまな体験学習

の事業は、学校現場に即応できるものと考えます。例え

ば、民具など実物の資料を用いて農作業をする、郷土料

理を作る、藁細工をするなどの事業は学校では出来ない

学習です。「伝承スタジオ」というあまり冷暖房の効かな

い体験施設で、みんなで苦労しながら作業をしたり、一

つのものを作り上げたりすることは、言葉だけでは伝え

きれない多くの事柄を子供たちに示唆することになりま

す。食べ物ひとつ作るにしてもたくさんの工程を経て大

変な労力が要ることを知ってもらえます。かまどや囲炉

裏を使い、火の暖かさや煙のにおいを体感すること、道

具の重さを知り、昔の人の苦労を想像することなど、ど

れも無駄にはならない体験でしよう。学校の先生方には

博物館の施設や資料、ノウハウをぜひ活用していただき

たいと思います。

昔の子供たちは家族や地域社会の人間関係の中から処

世術や思いやりといったものを、また、自然界の中から

生命の神秘にふれ、生と死、生命の大切さといったもの

を学んでいったわけですが、現代では子供たちの多 くは

生まれた時から身近な限られた大人、主に両親の価値観

だけしか触れる機会がないのでしょう。人として不可欠

な要素が十分育っているか多少疑間が残ります。

親や社会の怠慢さを全て学校現場に負わせる態度もい

かがなものかと思います。何より子供たちが一番損害を

被るわけですから、地域の一施設として、また一人の大

人として責任を放棄することは出来ないと思います。博

物館としては可能なかぎり協力していかなければならな

いでしよう。学校や塾での勉強のみを勉強だと限定して

いる最近の子供たちにとっては、学校以外の場で学ぶ機

会を得ることは、今後成長にともなう知恵の

習得のために有意義であるはずです。

地域博物館の強みは市民の顔が見え、密な

コミュニケーションを取れることです。活用

されない情報では無価値なものになってしま

いますが、市民 。博物館・学校間のネットワ

ークをより広げ、子供たちにどのような情報

が必要なのかをすくいあげ、それに対応でき

る情報を市民の方からいただき提供していけ

ば、現状に即した対応をしていけるのではな

いかと思υヽます。

こども体験教室「柏もちを作ろう」伝承スタジオにて
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特集。「総合的な学習の時間」への取り組み

「総合的な学習の時間」との関わリーこの一年をふりかえって―
調布市郷土博物館

学校教育との連携は、以前から様々な形で行なってお

り、現在は次の事業を実施しています。

①講師として学芸員が学校へ出向き、土器の作製から

焼成までを行なう「縄文土器づくり」(毎年3校程度)

②学区域と関わりある資料を集めた「郷土学習室」の

設置運営 (現在3校 )

③学校週五日制に対応し、それまで個々に実施してい

た「竹の玩具づくり」「わらぞうりづくり」などを再

編成した「子どもはくぶつかん」の実施 (第二第四

土曜日年間十数回実施)

しかし「総合的な学習の時間」への取り組みは、博物

館が主体的に実施するこれらの事業に比べ、学校からの

アプローチを待っての対応となるため不確定な要素が多

く、また実践例が少ないことも手伝って、まさに暗中模

索といったところです。そこで今年度の実施例を紹介し

ながら今後の取り組み方について考えてみたいと思いま

す。

今年度「総合的な学習の時間」の枠内で学校から依頼

を受けた件数は5校6件で、内5件が「じめかざり」「土器

づくり」などの体験学習と、子どもたちが用意した質問

にこちらが答える形の勉強会でした。これら5件は博物館

の立場だけでみれば、既存の事業やレクチャーを行なう

のとさほど変りはなく、言わば時間的な都合が付けば対

応可能な範疇でしたが、残る1件は4月 からおよそ8ヶ 月間

ゲストテイーチヤーとして子どもたちの指導にあたるも

のでした。

グストテイーチヤーとして参加した実施例はテーマが

「音を知って今を生きる―調布発 昔ヘタイムスリップ
ー」、6年生の歴史学習に合わせ、また市域内に遺跡が多

いという周辺環境の特性を生かしたテーマ選びでした。

単元の流れは、遺跡見学や博物館での遺物の観察、そこ

から課題を引き出す。次いで小テーマごとに分かれての

「調べ学習」、さらに小テーマによっては土器や石器の作

製を体験し、その結果をまとめるというものでした。

この間、遺跡や博物館の見学から始まり、土器や石器

作製などの指導に合詢 回、さらに自主的に博物館を訪れ

る子どもたちもおり、かなり踏み込んだ対応になりまし

た。この実施例の特徴は、石器作りを例にとると、単な

る作り方の説明ではなく、子どもたちがある程度の石器

を作り、それを使うところまでが到達点としたことです。

一年間の授業時間の中で、どこまでできるのか当初は不

安もありましたが、これはテーマ選びから到達点までを

子どもたちが主体的に決定したこともあって、技術的な

困難さを感じながらも皆熱心に取り組み、子どもたちも

満足感を得ることができたのではないでしようか。

この実施例を振り返っての課題は、やはり通常業務か

ら如何に時間を割くか、また人数分の道具や材料を如何

に調達するかなど、いわば量的な問題と、グストティー

チャーとして限られた時間の中で日標到達までどのよう

に指導したら良いのかなどがありました。「総合的な学習

の時間」は来年度から本格実施され、博物館としても取

り組む機会が増大し、基本的には当然積極的な対応を心

掛けていますが、通常業務との時間的な問題が一層顕在

化してくるものと思われます。

また今年度は依頼を受けた6件のほかにも 「総合的な

学習の時間」に関連した問い合わせがありました。その

いくつかは遺跡や史跡の見学、地層の観察が可能な場所

の照会、ワラの入手先、さらに石臼など収蔵資料を実際

に使用できないかなどで、そのほとんどが校外学習や体

験学習に関わる内容でした。こうした問い合わせに対し、

適宜対応してきましたが、時期的に適切でなかったり、

資料や文化財保護の立場、また第三者への配慮など様々

な理由からすべてに満足の行く答えが出せたわけではあ

りませんでした。

以上、当館が今年度対応した事例の概略です。「総合的

な学習の時間」への取り組みは博物館活動の中で重きを

置かなければならない存在であり、今後の推移を見なが

らさらに適切な対応を検討したいと考えています。
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特集・「総合的な学習の時間」への取り組み

複合文化施設としてできること/博物館としてできること
パルテノン多摩歴史ミュージアム

■現状

パルテノン多摩歴史ミュージアムは、ホールや会議室

などとの複合施設の中に組み込まれていることから、

「総合的な学習の時間」への取り組みも、博物館施設単体

としてではなく、どちらかといえば複合文化施設全体で

の対応がメインとなっている。

そのうち、もっとも多いのが職場体験で、職員へのイ

ンタビュー、施設調査などの要望も日立つ。これらにつ

いては、学校側との事前の協議により、内容によって総

務課 (視察窓口担当)。 管理課 (施設・設備担当)・ 学

芸課 (博物館部門担当)。 事業課 (ホール部門担当)の

職員および展示解説員 (委託職員)がそれぞれ分担して

対応している。

一方、歴史ミュージアムにも、地域学習の一環とした

団体見学およびグループ学習の来館が増えつつある。内

容は、やはり小学校中学年における多摩ニュータウン開

発以前の暮らしに関するものが多く、基本的には展示解

説員で対応しているが、希望によっては学芸員による解

説をおこなっている。まだまだ試行錯誤の段階にあると

いうのが現状である。

■展示での対応

歴史ミュージアム内のミニ企画展コーナーでは、年間2

～4回程度のミニ企画展を実施しているが、2001年度には

「ごはんが口に入るまで～植物を食物に変える脱穀具～」

(2001年 7月 13日 ～12月 12日 )お よび「多摩丘陵の野鳥た

ち」 (2001年 12月 15日 ～2002年4月 15日 )を実施した。こ

れらの展示は、それぞれ小学校における地域学習への応

用が可能な内容であったと考えている。

とくに「ごはんが口に入るまで」は、現行の小学校学

習指導要領 。社会 (1998年版)における「古くから残る

暮らしにかかわる道具、それらを使っていたころの暮ら

しの様子」 (第三 。第四学年)にその趣旨が合致していた
ことから、小学校における社会科授業での利用もいくつ

か見られた。しかし残念ながら、組織的・継続的な利用

にはいたっておらず、今後の課題として残されている。

また、「多摩丘陵の野鳥たち」については、市内小中学

校における環境教育の一環として、野鳥の営巣調査や生

態調査などが実際におこなわれており、歩調をあわせて

実施する可能性があったが、そこまではいたらなかった。

■今後の展望・課題

今後は、映像ソフトやcD―ROMな ど、学校の教材とし

ても使えるようなソフト制作を予定している。映像につ

いては、8本の既存のソフトがあり、すでに展示室内で上

映しているが (①～③)、 2001年度で新たに5本の映像を

制作し (⑨～⑬)、 多摩市内および周辺地域の小。中学校

への貸出もしくは無償配布を検討している。

(映像ソフトリスト〉

①多摩ニュータウンの誕生

②昔の村は

③妙子ちゃんの成長とともに

④ある家の物語

⑤こんな生活もあった

⑥多摩ニュータウンの都市づくり

⑦多摩ニュータウンー知ってますかこんなこと

③わたしたちの住むまち多摩ニュータウン

⑨くらしに生きる祈り～正月と盆～

⑩年中行事と子どもたち

①稲荷塚古墳の秘密

⑫雑木林とくらし

⑬多摩市の古木

こうした映像ソフトを学校における事前学習に用い、

あらかじめ児童への動機付けを図った上での来館を期し

ていると同時に、こうした試みを呼び水として歴史ミュ

ージアム自体の認知を促進できればと考えている。

さらに、パソコンによる画像検索ソフトとして、すで

に展示室で稼働しているデジタルライプラリー「写真で

綴る多摩100年」および「多摩で見られる身近な植物」の

CD‐ROM版を制作し、一般に頒布するとともに、小 。中
学校にも配布する予定である。このデジタルライブラリ

ーは、今後もシリーズ化し、少しずつソフトの種類を増

やしていきたいと考えている。

歴史ミュージアムは、パルテノン多摩という複合文化

施設の中にあるためか、地域の歴史学習の場としてなか

なか認識されていない現状がある。したがって、上記の

ような試みをはじめ、さまざまな事業やPR活動を展開
するによって、まずはその存在を知ってもらうことに力

を注ぎ、少しずつ地域社会のなかに浸透していけるよう

努めているところである。

学校教育に対しても同様で、「総合的な学習の時間」に

的を絞った特別な対応策は今のところとっていないが、

教員や児童・生徒にその存在を知ってもらったうえで、

お互いに補い合えるような有機的な関係を築いていけれ

ばと考えている。その意味で、2CX12年4月 からの正式施行

は、その好機としてとらえたい。
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平成14年 4月 から各学校では新しい指導要領による学習

が始まります。「総合的な学習の時間」が加わるほか、月ヽ

学校3・ 4年生の地域学習の内容も大きく変わることにな

ります。

当館は、ご承知の通り、玉川上水の取水口に近く、常

設展示でも玉川上水の歴史と役割を大きく取り上げてい

ます。現在、都内の小学4年生が使用している社会科副読

本では、玉川兄弟が取り上げられており、多くの小学校

が玉川上水を学習しています。そのため、社会科見学や

遠足を兼ねて、当館を訪れる学校が年間150校前後、

12,CX10人弱の児童が来館します。そのうち、希望する学校

には、当館の展示説明員による玉川上水に関する説明を

行ってきました。

しかし、平成14年度からの学習内容の変更によって、

玉川上水を学習しない学校が増えてくることが懸念され

ます。1年間を通じて見てみなければいけませんが、より

多くの学校に見学に来ていただけるよう、これまで利用

していただいた学校に直接案内状を送付したり、ホーム

ページを通じてPR活動を展開しています。

「上水記Jに よれば、玉川上水は1653年 (承応2年 )に

羽村から四谷大木戸まで開削され、平成15年 に開肖1350周

年を迎えます。この記念すべき年に、羽村市では様々な

事業を計画しています。東京都水道局などのご理解とご

協力を得なければならないものも多いので、今の時点で

具体的な事業を明示することはできませんが、今でも現

役の水道施設である玉川上水の存在感の大きさをアピー

ルしていきたいと考えています。これに先立って、平成

14年度にもいくつかの事業を先行実施する予定です。

特集 。「総合的な学習の時間」への取り組み

新しい取り組みと現状
羽村市郷土博物館

さらに、平成14年度から新たに実施する事業に「親子

博物館教室」があります。これは、学校週5日制に対応し

た事業で、主に小中学生とその親を対象としています。

月1回程度、博物館の仕事を体験したり、事業に協力して

もらう参加 。体験型の教室です。縄文土器の拓本を採っ

たり、資料の簡単な整理、里山のくずはき、博物館周辺

の自然観察、年中行事の再現など、いろいろな博物館活

動に参加していただき、博物館のおもしろさを実感して、

将来的には博物館ボランテイアに発展させることができ

ればと考えています。さらに「総合的な学習の時間」ヘ

の博物館としての関わり方にもいい影響となるものと期

待しています。

活動事例として、平成13年度では、羽村市立栄小学校6

年生の総合的な学習の時間に学芸員が出向きました。授

業の内容は、縄文時代の羽村の四季を実体験するという

テーマのもと、石器を作るグループ、土器を作るグルー

プ、編布を作るグループ、縄文食を調理するグループ、

縄文時代の地形の模型を作るグループ、竪穴式住居を作

るグループなどに分かれて作業をし、縄文人の知恵と工

夫を学び今に活かすというものでした。毎時間ごとに行

くわけにはいかないので、区切りの時間に3・ 4回 ほどで

したが、同校の研究授業にも指定され、多くの先生方に

見てもらう機会になりました。本来ならば学習指導案の

作成段階から関われるといいのでしようが、今回は教員

の求めに応じてサポートする程度となってしまいました。

この手の授業については、日の出町教育委員会の事例が

先駆的ではないかと思います。日の出町には博物館施設

がなく、小学校の空き教室を収蔵庫兼展示室としており、

学社の連携が生まれたということです。

授業の実施にあたつては、事前に教員と

教育委員会社会教育課の担当者がよく話

し合い指導案を作 り上げていき、授業後

の検討にも強く関与しているようです。

総合的な学習の時間は、あくまで学校

での授業だと考えますが、授業のテーマ

が博物館に関わる場合には、博物館職員

(学芸員)が深く関与できる環境整備が非

常に重要ではないでしようか。当館にお

いても、より積極的に関わることのでき

るよう、環境整備に努めていきたいと考

えています。

―-10-―



特集・「総合的な学習の時間」への取り組み

総合的な学習の時間への2つの取り組み
八王子市郷土資料館

当館の「総合的な学習の時間」への取り組みをご紹介

するにあたり、まず今年度の総合学習の受入実績を概観

し、その上で今年度より開始した2つの取り組みについて

述べてみたい。

2001年度の総合学習受入実績
2001年 12月 末日までの小中学生による当館の利用実績

は、閲覧票・団体入館票その他から館側で把握している

ものだけで、32校約230名である。夏休みの来館数をのぞ

くと21Xl名ほどになるが、その大部分は総合学習であると

考えられる。この中には、グループごとにテーマを設定

した見学 。閲覧のほか、職場体験 (13名 )も あった。こ
こには従来3学期に社会科見学で訪れる小学校3年生を数

えていないため、単年度の小中学生の利用者総数として

は少ない。しかし、すでに多くの学校が総合学習に取り

組んでいることがわかる。

常設展示のリニューアル

こうした流れを受け、2001年 4月 1日 から常設展示を一

新した。第1展示場 (1階 )、 第2展示場 (2階 )、 特別展示

室の3つの展示場のテーマをそれぞれ「こどもれきし展示

室」「八王子の歴史と文化」「八王子の文化財」の3本柱と

した。このうち「こどもれきし展示室」は小学生を対象
として想定している。

「こどもれきじ展示室」は、Q&A形式の12の小テーマ
で構成される。Qは子どもたちからよく出される質問か
ら選んだもので、たとえばQllの 「むかしの子どもはど
んな勉強や遊びをしていたの?」 では、明治時代以降の教

具・玩具などのほか、戦前・戦後の学校の写真や教科書

を対比して展示している。ここでは問いの答えを文章化

していないが、展示物を観察することによって、子ども

たち自身が多様な答えを導き出してはしぃと考えている。

また、展示場の中央を体験スペースとし、「さゎってみ

よういろんな土器」「明治時代のはたおり体験」「くずは

きかごを背負ってみよう」など、いわゅるハンズ 。ォン

の手法を導入している。ここでは、後述するガイドボラ
ンティァの方々の手助けが、大きな役割を果たしている。

ガイドボランティア

当館では、2∞ 1年 7月 から市民の方々による「ガイドボ

ランティァ」を導入した。広報で希望を募ったところ、
46名の方が事前説明会に参加、30名の応募があった。受
入の都合から、7月 から第1期 として14名の方々が、常設

展示の解説を行うガイドボランティアとして活動を開始

した。

2日 間という短い研修の後、早速ガイドボランティアと

して実践にのぞんでいただくこととなった。これには最

初から完璧なガイドを要求するのではなく、実地でゆっ

くり学んでほしいという考えでのことだった。来館者の

多い夏休みからいきなり展示室に配置されたボランティ

アの方々は、さすがに最初はずいぶん戸惑ったようだが、

「職員と来館者とのパイプ役」として、展示室でのさまざ

まな声を事務室に次々と届けてくれるなど、積極的に取

り組んでいただいている。ボランティアの方々の活動に

よって、職員も今までより多くの来館者からの生の声に

触れることができるようになり、毎日驚き。喜び 。反省

の連続で、新鮮な体験をすることとなった。子どもたち

に対しても、はたおり機の操作を教えたり、閲覧室での

調べ物を手伝ったり、総合学習本格導入へ向けて、心強

い助っ人として期待がふくらんでいる。

1月末からは待機していた2期の15名 (残 り1名は待機)

の活動がスタートし、ますますにぎやかになった。今後

は当館の関連施設や講座などでの活動も視野に入れ、職

員とともに学びながら続けていただきたいと考えている。

以上、当館の総合学習への取り組みについて述べてき

たが、これで十分であるとは考えていない。受入実績で

みたように、グループ学習や団体見学には上記のような

取り組みが有効であろうが、「職場体験」のような2～3日

の研修を行う学校が多くなると、現状での対応はなかな

か困難である。総合学習は本質的に「マニュアル化」さ

れないものであり、受入側も同様であろう。2002年から

は体験スペースの充実が図られるほか、「モデル授業」な

どの案も検討中である。
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特集・「総合的な学習の時間」への取り組み

学校教育との連携一「総合的な学習の時間」にむけて一
東京都高尾自然科学博物館

東京都高尾自然科学博物館は、高尾山とともに自然を

学ぶ絶好の場所として、広く都民に利用されている。平

成14年度に学校週5日制とともに新学習指導要領が施行さ

れるが、これにともなう「総合的な学習の時間」での自

然体験学習に関する照会など、学校からの問い合わせが

増えつつある。当博物館では、平成10年度から学校への

学習支援に取り組みはじめ、11年度からは従来から行っ

てきた学習支援に加え、「学校・博物館相互支援推進委員

会」を設けて検討し、学校と博物館が連携したいくつか

の試みを行っている。

すでに、博物館周辺の自然環境を活用した学芸員の指

導による授業 (こ れまで小学校低学年の生活科の授業と

してよく利用されている)、 学校周辺の自然観察を目的と

した学芸員による授業・講義 (いわゅる出前授業)、 理科

教員を対象にした観察指導を主な内容とする博物館およ

び周辺での実地研修 (理科部会の研修・同一校教員の研

修等)な どでの学習支援を行ってはいるが、まだ博物館
利用の方法が学校に十分に周知されているわけではない。

そこで、館のより具体的な利用方法についての案内を、

都全域の学校 (小・中・高)へ送った。それは、博物館
の展示や資料の解説、教員等への自然観察指導 (指導者

研修)、 東京の自然に関する総合的な学習での質問等の対

応、館内外での授業 (自 然体験学習)指導協力などでの
利用方法である。これには、より効果的に行えるよう、

打ち合わせや日程調整の必要性も明示している。それは、

年間授業計画の中での位置づけや、何をねらいとした授

業なのかを明らかにし、その上で当日の授業の具体的な

内容を教員と学芸員が事前に調整して固めていく作業で

ある。

特に当館のような小規模館では、突然の来館の全てを

学芸員が対応することは不可能に近い。また、はっきり

とした目的やテーマを持たないまま、何かを求めて来館

する場合も多い。こうなると有効な回答や資料・情報の

提供が不十分となってしまう。さらに、「総合的な学習の

時間」では、児童 。生徒個々への対応となるため、館側

での対応時間や資料準備の不足が問題となる。

また、最近は学校に来て授業 (出前授業)を してほし
いという要請も多い。しかし、これは来館よりさらに困

難である。学校所在地によっては一日がかりとなるため、

学芸員の少ない館としては、留守にして月何日もあちこ

ちの学校に出向いていくのは難しい。それなら、児童 。

生徒に対してはふだんから接している先生に指導をまか

せ、その指導のため先生に博物館を利用してもらうのが

効率的である。ということで、学年 。学校・教科研究会

といった単位での研修指導をすすめているところである。

ときには、あるテーマについての調査の説明会を開き、

授業への活用をすすめている。

その一つの例が、“学校のプールにおける水生昆虫の調

査"である。学校のプールは、使用期間外にも防火水槽

代わりとして水を張っておくことが多い。博物館では、

そこに水生昆虫がすみつくことに着日し、プールの生き

もの調査を2年前に行った。

この調査は、当館から出かけていくのに短時間ですむ

八王子市の小学校を選び、調査の教材化の有効性を説明

して、46校の協力を得てプール使用前の水抜き清掃の前

に実施した。

トンボ類やカゲロウ類などの幼虫・ゲンゴロウ類など

が結構住み着き、学校周辺の環境によりその種類にも違

いが見られて、教材としてもなかなか面白いものである

ことがわかった。昨年、2回 目を実施したが、希望校が多

く、一校一校学芸員が出向いて指導することが困難とな

ったため、学校に主体となってもらって調査をかねた授

業を行い、博物館は調査方法や授業への生かし方の指導

や協力をすることにした。そのために、ある一日、特定

の学校のプールを使用し、希望校の教員に集まってもら

い説明会を開いた。

各学校の調査結果を比較すると興味深い結果が出、授

業にも使えるので、14年度は八王子市だけでなく都全域

の教員などに向け、博物館の事業の一つである自然講座

「プールの生きもの―総合的な学習にむけて一」を行い、

その中でこの調査の意義や方法を伝えることになってい

る。

自然観察会
「水の中の生きもの」
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特集。「総合的な学習の時間」への取り組み

学校教育との連携
東京農工大学工学部附属繊維博物館

東京農工大学工学部附属繊維博物館は、小 。中学校の

隔週土曜休日制度が始まった平成5年から「子供科学教室」

を開催するなど、小中学生に対する科学教育に深い関心

をもっています。「子供科学教室」は、地域の小中学生を

対象として年間8回開催され、毎回大学の教官が最新のデ

ータを分かりやすく指導しており、好評を博しています。

平成13年度までに計77回、のべ約3000人の子どもたちが

参加しました。

「子供科学教室」
身近な材料を使ったプラスチックの性質を調べる実験

さらに「総合的な学習の時間」に対して、繊維博物館

の活動が生かされている事例が最近増えてきています。

「総合的な学習の時間」のテーマとして、綿紡ぎや養蚕と

いった昔の日本の手作業を取り扱う学校が多いのですが、

最近の若い先生方はこのような作業

を体験 したことがありません。そこ

で繊維博物館に「綿花から糸を紡 ぐ

のはどうすればよいのか」あるいは

「繭から生糸のとり方を教えて」とい

った問い合わせが多数寄せられます。

このような場合に非常に貢献してい

るのが、繊維博物館友の会のサーク

ル活動です。

繊維博物館友の会は昭和54年に発

足しました。その趣旨は会員の学習

や研究の便宜をはかり、かつ繊維博

物館発展に寄与することを目的にし

たものです。その活動の中でもサー

クル活動は特にユニークな活動とし

て知られています。サークルには織

物、手紡ぎ、藍染め、組ひもなど12

のサークルがあり、約260名の会員が活動しています。友

の会サークル活動は講師の先生に指導されるのではなく、

すべて会員の自主的な活動により先輩から後輩へと技術

が受け継がれていくところに特色があります。手紡ぎや

製糸に関して学校からの問い合わせがあると、まず先生

にサークル活動を見学していただいています。見学で学

んだ技術を学校に持ち帰って授業に生かされる先生、子

どもたちを連れて見学に来られる学校、サークル会員が

小学校に出向いて子どもたちを指導する場合などいろい

ろですが、サークル活動の存在は学校、博物館、そして

サークル会員自身にとってたいへん役立っています。

また繊維博物館では、東京農工大学の卒業生を中心に、

繊維関連の技術をもつ人たちによってボランティア集団

「繊維技術研究会」が組織され、紡績機械や自動繰糸機、

織機、編機、ミシン、組ひも機などの整備が進められて

います。小学生たちが団体見学に訪れたときに繊維技術

研究会の会員が活動していると、機械が動いているとこ

ろを見ることができ、子どもたちは大喜びします。

このように繊維博物館の活動は、一般の方々の大きな

支援を受けています。サークルや繊維技術研究会の会員

はかなりの年配の人たちが多いのですが、彼らが生き生

きとして活動をしていること自体が、小学生たちにとっ

て非常に良い教育になるのではないかと思います。

「子供科学教室」やサークル活動の予定は、繊維博物

館のホームページに掲載されていますのでご覧ください。

(URL:http://www tuat.ac.jp/~museum)

サークリレ会員の指導によるスピンドリレを使った糸紡ぎ
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囲炉裏端のある資料館
瑞穂町郷土資料館

1 囲炉裏端
瑞穂町郷土資料館は、瑞穂町図書館の3階に設けられて

います。昭和52年 に開館し、平成14年で開館25周年とな

ります。

開館の当初から、囲炉裏端を館内に復元し、昭和30年

代まで町によく見られた農家の台所器具や農具・養蚕

具・機織具を常設展示してきました。当初の展示は町の

農家の現況にかなり近いものでしたが、昭和から平成ヘ

の移行の中で、この常設展示自体が、いまでは大切な歴

史的存在となりつつあります。

も知られていましたが、現在は埼玉県側に流れる不老川

とともに、丘陵の裾野の貴重な「里川」として、流域の

水生生物・野鳥・植物の保全と環境浄化を行っています。

3 企画展・特別展
本館では、平成13年度に企画展2回・特別展1回 を開催

しました。

■企画展「里山一人が創り出した狭山丘陵の自然―」 (平

成13年 7月 1日 ～8月 31日 ) 近世以来、里山として機能し
てきた狭山丘陵南麓の動植物と自然を解説し、昭和30年

代の農家の生活用具や子どもの玩具を展示しました。

■秋季企画展「源流―狭山池・残堀川・不老川の景観と

遺産一」 (平成13年 10月 20日 ～12月 15日 ) 多摩川水系と

環境を積極的

に保全する施

策が講じられ

るようになり

ました。狭山

丘陵の中心部

分が都立野山

北・六道山公

園として整備

荒川水系の二つ

の源流地点を調

査 し紹介 しまし

た。瑞 穂 町 を

「丘陵と源流の

町」としてあら

ためて認識 し、

かけがえのない

自然の保全への

理解が進みまし

た。

■特別展「なつかしい江戸と明治―瑞穂町の祭礼 。信

仰・行事―」 (平成14年2月 1日 ～3月 31日 ) 江戸時代か
らの獅子舞資料や石造文化財、また正月の繭玉などの年

中行事を紹介しました。

いずれも「総合的な学習」への発展を踏まえ、特に町
内の小学校との連携を密にしてきました。

されましたため、今後

はより広い視野からの

自然認識が行 われ、

「総合的な学習」の格

好の野外活動のフィー

ルドとしての役割が期

待されています。

瑞穂町はまた、残堀

川と不老川の源流地を

町域に含んでいます。

残堀川は多摩川水系の

支川として近世以来、

玉川上水の助水として

館内常設展示・囲炉裏端

昭和30年代まで、町に見られた農家の営みも、現在で

はほとんど消滅しています.た とぇば農家の広い庭先で
の豆類などの収穫物の乾燥作業など、かつては日常的に

目にした風景でしたが、今では皆無に近くなりました。

本館では、年間に企画展2回 。特別展 1回 を開催してい

ますが、これと並んで囲炉裏端を中心とした常設展示を

現在の観点から見直し、「総合的な学習の時間」と連携し
た清新な活動の場にしたぃと努めてきました。

2 狭山丘陵と残堀川・不老川
瑞穂町は町域のほぼ中央に狭山丘陵の最高地点194mを
擁しています。丘陵のふもとは、現在では貴重な里山と
しての共通理解が得られ、生息する動植物を含めた自然

残堀川・源流地付近

不老川・源流地付近

狭山丘陵南麓・滝田谷津
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平成13年度事業報告「中世の立川を探 る」
立川市歴史民俗資料館

平成13年度の事業のなかから、11月 に実施された「中

世の立川を探る」について報告します。この事業は、企

画展に加えて、関連事業として講演会を合わせて実施し

たものです。

きつかけは一昨年、中世の立川氏文書が立川市に寄贈

されたことに始まります。立川氏は中世武士団武蔵七党

の西党に属する武士で、鎌倉時代から室町時代を通じて、

立川市域周辺に勢力を持っていました。立川氏の動向を

明らかにすることは、立川市の中世史を解明する重要な

テーマのひとつで、立川氏に関する古文書が寄贈された

ことはとても意義深い出来事でした。

その後の調査の結果「立川氏文書」は、平成13年9月 1

日、市指定有形文化財の指定をうけました。指定された

文書の内訳は2本の巻子と系図の計3点です。

嘉暦4年(,329)8月 7日 関東下知状

1本目の巻子は立川氏文書原本です。この巻子には文保

2年 (1318)か ら応永24年 (1417)ま での6点の文書と2点

の断簡が貼り付けられています。江戸時代に写本がつく

られており、文書の内容は既に知られており、これらの

原本と推定されます。

2本 目の巻子は立川氏文書写本で、貞応元年 (1222)か

ら元徳2年 (1330)ま での5点の文書の写しが貼 り付けら

れています。これらの文書は写しではあるものの、文書

の内容は今までに知られていないものであったため、新

発見文書となりました。

系図は江戸時代につくられたと推定され、そのころ残

つていた系図と当時の家系をあわせてつくられています。

巻子に貼られた11点の文書 (写)は、関東下知状や譲
状など、すべて土地の移動に関するもので、立川氏が所

領を展開していた様子がよく分かります。

一方、市内には立川氏が館を構えていたと伝えられる

場所があります。立川市柴崎町にある玄武山普済寺とい

う寺院の境内がその場所とされ、立川氏館跡として東京

都指定史跡に指定されています。平成8年から平成9年に

かけて発掘調査が実施され、その成果が注目されていま

した。

以上のような経緯から、立川氏文書と立川氏館跡発掘

調査の成果を紹介するため、平成13年 10月 30日 から12月 2

日まで、当館の企画展示室において企画展「中世の立川

を探る」を開催しました。指定文化財となった立川氏文

書をはじめ、発掘調査で出土した陶磁器など約80点の資

料を展示し、期間中は約1,5∞名の入場者がありました。

企画展「中世の立川を探る」

また、11月 10日 には立川駅北回のアイムホールにおい

て3名の講師による講演会を実施しました。当日はあいに

くの雨天にもかかわらず、1∞名をこえる参加があり、多

くの方が関心をもっているテーマであることが分かりま

した。

今後、文書に登場する人名や地名の比定、館跡との関

連などの研究課題が残されています。

講演会のようす
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2001年度町田市立博物館展覧会実績と予定
町田市立博物館

■ベ トナム青花一大越の至上の華―

3月 27日 (火)～5月 6日 (日 )

ベ トナムで青花が焼かれ始めたのは14世紀と考えられ

ます。その最初期の姿から前期の上質の青花、輸出全盛

期の青花、江戸初期の日本と関係の深かった黎朝の青花

など、ベトナムの青花の流れを一望にする展覧会でした。

■土門拳一日本の彫刻-    5月 15日 (火)～7月 1日 (日 )
写真家・土門拳 (1909-90)は 、その生涯に日本の彫刻

を数多く撮影しています。

本展では、彼が1979年に病に倒れる直前まで編集を行っ

ていた『日本の彫刻J(1979-80)よ り、飛鳥時代から鎌
倉・南北朝時代にかけての多くの仏教彫刻のなかから各

時代を代表する約80点の彫刻を選択し、それらの姿を130

カットの写真で展示しました。

■うつわに咲く花 7月 10日 (火)～9月 2日 (日 )

植物文様は、古 くから焼きものを飾る文様として親し

まれてきました。たとえば、蓮や牡丹は単にその美しさ

のためだけでなく、人々の幸福を象徴するものとして描

かれてきました。

本展では、町田市立博物館所蔵の中国、東南アジアの

焼き物の中から、花が描かれた作品を選び、展示 しまし

た。花と焼き物と、両方の魅力を楽しんでいただいた展

覧会でした。

■香水瓶

9月 11日 (火)～ lo月 21日 (日 )

5000年 の歴史の中に見る

千変万化の香水瓶は、どれ

も香 りを入れるために特別

に作られた小さな容器です。

ガラス、陶磁器、金属等さ

まざまな素材で作 られてい

ます。

本展では、ガラス製香水瓶

を中心に、香水瓶の歴史を

紹介しました。

■仕種と表情

10月 30日 (火)～ 12月 9日 (日 )

仕種や表情の豊かさは、

人と人との円滑なコミュニ

ケーションに欠かせないものであり、人々の心を大いに

和ませます。

ここでは、館蔵の戯画錦絵版画の中から、一勇齊國芳

や小林清親など幕末から明治にかけ活躍した浮世絵師達

による、仕種や表情を表す作品2110点 を選び前後期に分け

紹介しました。

■発掘された町田の遺跡―旧石器時代から中世まで一

2CIC12年 1月 5日 (土)～ 2月 24日 (日 )

町田市は、東京都内の遺跡のうち約20%が集中する遺

跡の宝庫である地域です。特に多摩丘陵の豊かな森の恵

みに支えられた縄文時代の遺跡からは、多くのすぐれた

出土遺物が発見されています。

本展では町田市内出土の考古資料を縄文時代を中心に

旧石器時代から中世にわたって展示し、出土遺物から見

た町田の通史を紹介しました。

■養蚕機織図 3月 5日 (火)～ 4月 7日 (日 )

養蚕は稲作 と共に日本の農業の根幹をなしたもので、

かつての日本でも盛んに行われていました。当館ではこ

れまで稲作図の展示を何度か開催しておりますが、今回

は養蚕と機織 りを取 り上げ、屏風・山車水引・絵巻・錦

絵などで養蚕機織図を紹介します。

「土門挙一日本の彫刻一」チラシ 「香水瓶Jチラシ
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平成13年度実施事業
武蔵村山市立歴史民俗資料館

1 講座・教室

事業名 概 要 講 師 期 日 会場 参加者

歴史講座

「軽便鉄道羽村―山回線」

かつて市内を通っていた軽便鉄道羽

村―山回線の軌道跡を見学し、近代

遺産について理解を深めた。

けいてつ協会

岡本 憲之
村山郷土の会

石川 伊三郎

6月 9日

6月 16日

羽村取水

堰ほか
29A

夏休み親子縄文土器づく

り教室

市内出土の縄文土器をモデルにし

て、原始時代の生活について学んだ。

市役所陶芸クラブ

山田 直良
当館嘱託

高橋  学

8月 4日

8月 18日
資料館 19人

体験教室

「サツマ団子とヤキモチ

を作ろう」

作り方の紹介と、今日のおやつとの

違いを考えた。

郷土料理愛好家

池谷 タカ
9月 22日

岸地区 。

里山体験

施設

20人

文化財講演会

「武蔵村山歴史事始め」

武蔵村山における郷土史研究の黎明

期について講演を行うことによっ

て、文化財保護意識の普及、啓発に

努めた。

市文化財保護審議

会委員

村山 春美
11月 10日 23りヽ

特別展講演会

「山村聰 。古賀磐安兄弟と武蔵村山

青年の文化活動」について講演を行

った。

岩手大学名誉教授

藤原 退
11月 17日 資料館 37ノヽ

体験教室

「じめ飾りを作ろう」
かつての生活の一端を体験しながら

行事の意味を考えた。

東京農工大繊維博

物館サークル会員

小川 栄子
12月 15日

岸地区・

里山体験

施設

20人

体験教室

「まゆ玉かざりをつくろ

う」

養蚕家

渡辺 章一
渡辺 孝子

1月 12日 53ノヽ

狭山丘陵の野鳥観察会
野鳥観察を通して、狭山丘陵の自然

を知る。

日本野鳥の会

奥多摩支部会員
2月 16日

狭山丘陵

内

2 展示活動

展示会名 期  間 内 容
常設展示

「武蔵村山その自然。歴史・民俗」
通 年 武蔵村山市の自然・歴史・民俗の概要を紹介

収蔵品展

「狭山丘陵の植物と昆虫」
7月 28日 -́8月 25日 市史自然編調査資料の公開

特別展

「戦後の文化活動」
10月 21日 ～12月 27日

俳優山村聰氏と戦後の青年団活動に焦点を当て、戦

後の文化活動を紹介

借用資料展

「進藤コレクションの蚕織錦絵」
2月 3日～ 3月 10日

市内の民具コレクター進藤進氏が所蔵する蚕織錦絵

の一部を借用し紹介

季節展

「五月人形・ひな人形・恵比寿講ほか」
随  時 季節感を出すコーナー展示
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2∞1年度の事業報告

古い民家の調査
檜原村郷土資料館

当館では、檜原村文化財専門委員会との協力により、

古い歴史を持つ民家 (明治以前より生業としての養蚕業

の構造などを残すもの)の調査を4年間にわたって行い、
約130戸の民家の調査を終えることができました。

檜原村の民家の歴史は、江戸時代初期に入母屋造りに

始まります。慶長3年 (1598)の慶長御水帳では村の戸数

181戸 とありますが、寛文7年 (1667)の御水帳になると

526戸をかぞえ、69年間で3倍に増えたことが分かります。

この526戸のうち、間口8間 。奥行5間 (5。 8=40坪 としヽ

われる)が主流で352戸、なかには間口14間のもの14戸、
16間 。18間 のものも見受けられ、多くは大規模家屋であ

ったようです。

これは、江戸時代初期に徳川幕府が開かれるとともに

村が幕府の天領となり、日留番所や幕府直轄の山林 (御

林山)が5か所も置かれ、村全体がこれらの管理に携わる
ようになったことや、江戸の繁栄とともに生業 (木材や

製炭)活動が盛んになり、村民の生活に活気が生まれた
ことによるものと考えられます。また、戦国時代が終わ

り、落武者等格式のある者の帰農、土着の影響も大きい

と思われます。いずれにせよ、簡素ではありますが、大

きくて立派な構えの入母屋造りの家屋だったようです。

その後、江戸中期に生業としての養蚕が盛んになると、

蚕室の増改築が始まり、入母屋を改造して通風・採光の

ために兜式屋根へ変わっていきます。明治 。大正期には、

屋根を切妻平屋根に改造し、杉皮葺に変更しはじめ、昭

和前 。中期には、多くがプリキ、 トタンに変わっていき
ました。

昭和の後期には、建て替えとともに茅葺の屋根から銅

板・鋼板の被覆屋根に変わるものが多くなってきました。

このように長い間、村民の住家として風雪に耐えてき

た民家も、生活様式の変遷や維持管理の困難さから、内

部構造の変化や建て替えにより減少し、やがては消滅す

るのではないかと危惧されるようになりました。そのよ

うな現状から、この調査を実施することとなったわけで

す。

調査は、平成10年度から実施し、4年間で約130戸の民

家の調査を終えましたが、この調査に該当するものは110

戸となりました。内兜式屋根で茅葺のもの3戸、茅葺に銅

板・鋼板を被覆したもの4戸、入母屋造りで茅葺または杉

皮葺のもの10戸、鋼板 。鋼板を被覆したもの23戸、屋根

を改造したもので、間取り、構造の原形をとどめている

もの70戸となっています。

以上調査したものは、現在まとめの作業中ですが、平

成13年度中には終了し、歴史ある民家の調査表として間

取り図を添付し、当館に保存し、後世に伝えていきたい

と思います。

―-25-



2∞ 1年度の事業報告

たてもの園での一年
江戸東京たてもの園

たてもの園からは本年度の事業報告と、「千と千尋の神

隠し」公開による効果について記したいと思います。

本年度の事業報告

まず、本年度のたてもの園の主な事業についてですが、

新規のものとしては二つあり、ともに子ども向けのもの

として、7月 に行った体験型の「家をつくろう !―セルフ

ビルドー」と2月 からの展示「昔の暮らしと道具」展で

す。

「家をつくろう !―セルフビルドー」は、竹や新聞紙、

ベニヤ板、塩ビパイプなど身近にあるものを利用してド

ーム状の家を造るというもので、建築の構造に対する興

味関心を促し、自分で何かを造る愉しみを感じてもらえ

ることを目的としています。

「昔の暮らしと道具」展は、学校連携事業として火鉢

や石自の体験で来園している小学三年生の、昔の暮らし

が題材になる3学期に合わせて、民家などで使っていた道

具を展示したり、実際に使い方を体験させるというもの

で、ともに子どもたちには好評でした。

子ども向けとしては、昨年から始めた学校連携事業も

大きく変わりました。昨年の火鉢
。石自の体験に、藍の

育成と藍染の体験、大根の育成と大根干しを行い、単発

ではなく時間をかけて物を育てるということにやっとた

どり着けました。

新規事業以外には、昨年度から始めたたてもの園ツア

ーの回数を4回から9回に増やしたり、年に1回だつたたて

もの園セミナーを夏冬期に増やしたりと、ともに大幅に

回数を増やし、参加していただける枠を広めました。そ

れ以外の事業についても同様に行いました。

また、本年初の試みですが、両国の本館との共同企画

ということで、「東京建築展」をたてもの園会場として同

時開催しました。この東京建築展は近代の建築の歴史に

ついて明治から未来の建築像を概観するもので、たても

の園では明治から関東大震災までの資料を展示しました。

今回は概観をしたという域ににとどまってしまったと

いう感も否めませんが、この展覧会を通して、近現代の

東京の姿の重要性、また、関心の高さを実感しました。

これ以外には、事業ではありませんが、本年度 (2001年 4

月)よ り友の会が発足したこと力`あげられます。

「千と千尋の神隠し」公開による効果

次に、「千と千尋の神隠し」の公開によるたてもの園ヘ

の波及効果についてですが、平成13年度のたてもの園の

入園者数は、7月 を境に例年を異常に上回る数値を示すよ

うになりました。宮崎駿監督による映画「千と千尋の神

隠し」封切り以後のことです。開館した年に24万人の入

園者数であつた当園ですが、その後は下降線を辿り、平

均して例年16万人前後の入園者数となっていました。

ところが本年度については、開館時の記録に追いつ

け 。追い越せ状態となっています。これは、映画の舞台

となった建物が当園の銭湯や文具店などを題材にし、映

画の端々にたてもの園を連想させる絵が出て、パンフレ

ットにもたてもの園の名が出ており、それを見た子ども

たちが親を連れて駆けつけたというものです。

開園以来、たてもの園は、どちらかというと若い人が

遊びに来る施設ではなく、高齢者の方々に懐かしさなど

の点から喜ばれるといった感がありましたが、今年は非

常に活気ある園内となっています。高齢者の入園者数は

例年とさほど変わらず、若年齢層が大幅に伸びたことが

入園者増につながっていると思われます。

それまでの子どもたちは、親に連れてこられて来園す

るため、早々に飽きてしまい、帰宅を迫る姿が国内で見

られることがありましたが、映画を見て来た子どもたち

は銭湯や文房具屋に行ったり、猿戸をくぐるなどして存

分に楽しんでいました。

この状況で感じたのはメデイアの力です。たてもの園

ではここ数年来、新規復元建造物の建築が中断され、代

わって事業の数を増やしてPRを行ってきました。これに

ついてはそれなりの成果も上げていると思いますが、な

かなか遠隔地にまでたてもの園を知ってもらうことはで

きませんでした。それが映画効果によって全国から問い

合わせがありました。メデイアをどう利用していくべき

かを考えていく必要があると思いました。
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2∞ 1年度の事業報告

奥多摩水と緑のふれあい館 3 周年記念コンサート
奥多摩水と緑のふれあい館

当館は、奥多摩の豊かな

自然や水源林の役割、ダム

の仕組みと役割、水の大切

さなどを紹介するととも

に、奥多摩の郷土資料の展

示をとおして地域の歴史・

文化・民俗などの紹介も行

い、東京都の水源地である

奥多摩と水道を利用する都

民の方々との交流を図るこ

とを目的に、平成10年 11月

に開館し、昨年 (平成13年 )

H月 で3年が経過しました。

この間、当初見込みの年

間入館者数20万人を大きく

上回り、開館3年で82万人

の方にご来館いただき、水

道水源地のピーアールに、また、奥多摩の観光拠点とし

て、或いは学習の場として幅広い年齢層の方々にご利用

いただいております。

昨年は東京都水道水源林の経営100周年を記念して、多

摩川上流の水道水源林をテーマに写真コンテストを実施

しました (7～ 9月募集、入選30点 )。 また、前年に引き続

き9月 15日 には、小河内地区に伝わる郷土芸能の中から小

河内の鹿島踊とささら獅子舞を館内で上演、伝統文化に

よる都市住民と山村住民との交流事業「奥多摩 水源地ふ

れあいフェスティバル」を実施しました。

11月 23日 から25日 (3日 間)には開館3周年を記念して

ミニコンサートを実施、都民交響楽団員によるマリンバ、

金管五重奏、木管五重奏の室内楽を多くの来館者に鑑賞

していただき、好評のうちに終演しました (期 間中入館

者数10,605人 )。 今後も観光スポットに位置する立地条件

を生かしながら内容の充実に努めたいと思います。

奥多摩水源地ふれあいフェスティパル (鹿島踊)

奥多摩 水源地ふれあいフェスティパル
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「多摩の博物館さんl到 アンケート報告
三博協企画委員会

三博協企画委員会では、2000年度に『多摩の博物館さ

んぽJと その中の差込用として「多摩の博物館催し物あ

んない」を作成した (次ページ参照)。

配付方法等については、できあがった版下を加盟各館

に送付し、印刷や配布等は加盟各館で行うこととした。

そのため、どのように利用されているのかわからなかっ

たので、下記のアンケート調査を行った。以下、その結

果概要を報告するものである。

版下は、「鮎バージヨン」と「猫のタマバージヨン」

(29ページ参照)の2種類の表紙を作成した。多くの方々

の手にとっていただける図柄として、一般用の前者には

三多摩地域を多摩川で有名な鮎に見立てて、その周りに

加盟館の特色ある事物を配置した。子ども用の後者には、

多摩と猫の名前によく使われるタマをひっかけてイラス

卜化した。この「猫のタマバージヨン」については、す

でに似たようなキャラクターが存在する等の理由によっ

て、館によっては利用しなかったようであるが、すべて

の加盟館がこの版下のいずれかを利用して、1館あたり

5CXl部前後を印刷 。配布している。

来館者の反応については、明らかに『多摩の博物館さ

んぽJの効果だとわかりにくいこともあってか、数値と

しては表れてはいない。しかし配付状況をみると、8割以

上の加盟各館で来館者が持ち帰っているととらえている

ことからも、多くの方々に利用されているようである。

この結果をもとに、今後内容をいっそう充実させ、各

博物館や利用者がより利用しやすい紙面に改良していく

予定である。

三博菫全■口員会『●●0-さ ん田 r多●00BEし●おんない」アンケート
ロに′ 印t'入してくださしヽ
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ハ o Ftt   Or● のタマ1   ロニつとも   ロオリジナルを,つた
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<『多摩の博物館さんぼJと「多摩の博物館催し物あんない」>

表紙 (鮎バージョン)

た春0
博物館さんぼ

多用の 10物館へようこそ ! 多目は 1300年 も誉
から菫蔵国多摩郡つていうひとつの地域だつたにゃ。

多摩の歴史 自然・m十 を見てみるのにゃ。

三

…

■Va
0_〇

高

表紙 (猫のタマノヽ―ジョン) 「多摩の博物館催し物あんない」

・
臨 臨:仙筋・

-7-も .~

●

●        介亀
●調炒趙 鳥.莉.・

`
●景調議響発生,ヵでは鰤彙ま

『多摩の博物館さんぼJの中面に掲載した「多摩の博物館MAP」
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<集計結果>

■『多摩の博物館さんぽ』について

グラフ内の丸数字は館数/全16館

Ql

Q2

Q3

Q4印刷部数

Q5配付方法

Q6.記載内容の更新

Qフ

Q8

■「

Q9

Ql

01

■『多摩の博物館さ

Q12来館者の反賢

Q13印刷方法

Q14原稿の配付フ

1配付の有無

2配付した種類

3『博物館さんぽJのパ

①表紙   鮎

猫のタマ

②見開きの地図

③一覧表

4印刷部数

5配付方法

6.記載内容の更新時期

フ対象 (複数回答可)

8配付の有無

D発行時期

10発行回数

11配付状況

レ摩の博物館さんぼ』

12来館者の反応

13印刷方法

14原稿の配付方法

配付する(した)①

・体裁について

親しみが持てる⑩

親しみが持てる⑦

その他①

見やすい⑮

その他①

見やすい⑪

｀
100部未満① 1000部以上①イ

館内に置き自由に持ち帰つてもらう①

毎年更新⑦

子ども向け⑦

強い関心を持つている人向け①/

配付する(した)①

しない」について :

早い③

遅い①

鋼 1,国に)

たくさん出る④

あまり出ない② /

:「多摩の博物館催し物あんない」の両方について

＼
問い合わせ①

各館に原稿を日付帥 印刷(現行通り)⑭

三博協で一括して印刷② /

版下支給 (現行通り)①

データ(フロッピー)渡し②
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<各館からのコメント>
Q3‐① 鮎について

。鮎に見えない。 (立川)

。デザインは工夫されているが、それが一般利用者

へ伝わるか。(府中)
。多摩川・秋川の釣りのイメージで。 (檜原)

Q3‐① タマについて
。ナムコナンジャタウンのキャラクターと似ている。

(武蔵村山)

Q3‐② 見開き地図について
。大きく扱ぃ過ぎ。スペースがもったいないと感じ

る。(府中)

・館最寄駅を入れた方が良い。 (国立)

Q3-③ 一覧表について
・高齢の方には、字が小さすぎるかも。スペース上仕

方ありませんが。 (多摩)

。追加したい項目 :URL、 郵便番号、FAX番号 (府中)
。字が小さい。 (檜原)
。字が小さい→高齢者には読めない。 (東大和)

・活字が小さい (奥多摩)

Q4 印刷部数
・当初30随時追加 (福生)

Q6 「博物館さんぽ」の更新時期について
・数年に一度 (立川)

・5年に一度程度 (福生)
。3年に一度程度 (清瀬・羽村・奥多摩)

・2年に一度程度 (檜原)
。更新の必要はないが、必要に応じて (八王子)
。必要に応じて毎年更新 (国立)
。必要に応じて (瑞穂)

Q9 今回の「催し物案内」の発行
。早い。 3月 末までは新年度事業計画など未確定の

ものが多い。 6月 頃確定する。 (国立)
。早い。当館の年次計画の決定に間に合わないため。

(立川)
。適当。その年度に計画されている展示会タイトル

や日程を紹介するのに適している。 (府中)
。遅い。新年度の計画をのせるなら、できるだけ 3

月中の発行に。 (高尾)

Q10 催し物案内の発行回数
。年1回 :4月 頃。 (檜原)

。年1回 :5月 頃。 (立川)

・年2回 :4月 と10月 。催し物に変更があった場合、そ

れを早く知らせるため。 (町田)

。年2回 :4月 ～9月 、10月 ～3月 。 (国立)

年2回 :3、 9月 頃 (高尾)

・年2回 :4、 9月 頃 (八王子・奥多摩)

年2回 :5、 11月 頃 (東大和)

。年4回 :4、 7、 10、 1月 頃。年4回程度なら展示会の

詳しい紹介記事が掲載可。4月号はQ9の回答内容と

し、詳しい内容は7月以降で。 (府中)

Q12 反応について
。アンケートをした訳ではないので配付の効果は分

かりません。 (府中)

・来館者のうちの大半が「博物館さんぽ」を持って

帰るので、配付率は高い。 (八王子)

Q14 原稿の配付方法
。今後分担でやるようになったことを考えると、あ

んまり手間をかけないようにした方が良い。 (武蔵

オ寸山)

Q15 意見・要望
。「博物館さんぽ」は、更新の必要はないが、加盟

館の増減、住所変更により、必要に応じて見直し

た方が良いと思います。また、表紙のデザインに

ついても何年に一回かは更新してみてはいかがで

しょうか ?(八王子)
。より見やすくなる形で、徐々に充実していければ

いいと思います。 (多摩)

。今までなかったことであり、多摩の博物館が全て

一目瞭然で見れて入館者のサービスとしてはよい

ことと思う。今後も続けて欲しい。 (町田)

。掲載できる情報量に限りがあるため、各施設が開

設しているホームページアドレスを記載すれば、

詳細な情報を得たい利用者のサービスに継がると

思う。細かい情報提供を心がけたく、Q9。 10の回

答のような対応が望ましい。配付を始めてから間

もないパンフレットなので利用者の声を聞き入れ

ながらより良い宣伝媒体として長い期間をかけて

反応を探る必要があると思う。 (府中)
。三博協の連携事業として一番大事な事業だったと

思います。企画委員の皆様、ご苦労様でした。 (武

蔵村山)

。一覧表や催し物案内は字が小さく見づらい、一覧

表については、TELを見開き地図に移動するとか

住所 。開館時間を抜くなどして、情報を整理して

みたらもう少し見やすくなるのでは。 (東大和)
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東京都三多摩公立博物館協議会会員名簿

館名 住所 電話 交通

東村山ふるさと歴史館 東村山市諏訪町163 0423963800 西武新宿・国分寺線「東村山駅」西日下車徒歩10分

八王子市郷土資料館 八王子市上野町33 042622‐8939 京王線「京工八王子駅」またはJR中央線「八王子駅」か

らバス「市民会館前」下車徒歩1分

府中市郷土の森博物館 府中市南町G32 042-36&7921 」R南武線「府中本町駅」「分倍河原駅」下車徒歩20分

町田市立博物館 町田市本町田3562 042´ 7201531 小田急線 。JR横浜線「町田駅」から藤野台団地行きバス

「市立博物館前」下車

青梅市郷土博物館 青梅市駒木町1684 042823-6859 JR青梅線「青梅駅」下車徒歩12分

調布市郷土資料館 調布市小島町3‐262 0424‐81‐7656 京工相模原線「京王多摩川駅」下車徒歩5分

瑞穂町郷土資料館 西多摩郡瑞穂町石畑1962 042-557-5614 八高線「箱根ケ崎駅」下車徒歩18分

奥多摩水と緑のふれあい館 西多摩郡奥多摩町原5 042&862731 JR青梅線「奥多摩駅」から小河内方面行き
バス「奥多摩

湖」下車

福生市郷土資料室 福生市熊川850-1 042-530-1120 JR青梅線「牛浜駅」東口下車徒歩7分

武蔵村山市立歴史民俗資料館 武蔵村山市本町5-21‐ 1 042-560-6620 窒夢乗毛こ基皇碁昔
ヨ
1裏晋i牟皇屍豪鶴募

市内循環バス

あきる野市五日市郷土館 あきる野市五日市920 042-5964069 」R五日市線「武蔵五日市駅」下車徒歩17分

羽村市郷土博物館 羽村市羽741 042-55&2561 」R青梅線「羽村駅」下車徒歩20分

清瀬市郷土博物館 清瀬市上清戸2-(Ml 042493‐8585 西武池袋線「清瀬駅」北口下車徒歩10分

立川市歴史民俗資料館 立川市富士見町3-12-34 042‐5250860 」R中央線「立川駅」南口から立川駅北口行きバス「農業

試験場前」下車徒歩5分

檜原村郷土資料館 西多摩郡檜原村3221 042‐59&0880 」R五 日市線「武蔵五日市駅」から小岩行きか藤倉行きバ

ス「資料館前」下車

日野市ふるさと博物館 日野市神明4161 042-5835100 JR中央線「日野駅」下車徒歩12分

小金井市文化財センター 小金井市緑町32-37 042-383-1198 JR中央線「武蔵小金井駅」下車徒歩25分、「東小金井駅」

下車徒歩20分

くにたち郷土文化館 国立市谷保6231 042-57∞211 JR南武線「矢川駅」下車徒歩8分

東大和市立郷土博物館 東大和市奈良橋1-2(D2 042-567-4800 西武拝島線「東大和市駅」から長円寺行き
バス「八幡神

社」下車徒歩2分

パルテノン多摩歴史ミュージアム 多摩市落合2‐35 042‐375-1414 京王相模原線・小田急多摩線・多摩モノレール「多摩セ

ンター駅」下車徒歩5分

東京農工大学工学部附属繊維博物館 小金井市中町2‐ 24‐ 16 042‐388-7163 」R中央線「東小金井駅」南口下車徒歩9分

東京都高尾自然科学博物館 八王子市高尾町2436 0426-61-0305 京王高尾線「高尾山口駅」下車徒歩4分

東京都井の頭自然文化園 武蔵野市御殿山1-17-6 0422-46‐ 1100 JR中央線・京王井の頭線「吉祥寺駅」下車徒歩10分

江戸東京たてもの園 小金井市桜町37-1 042-388‐ 3300 JR中央線「武蔵小金井駅」北口からバス7分「小金井公園

西口」下車

たましん歴史・美術館 国立市中1-952 042-574-1360 JR中央線「国立駅」南口前

御岳美術館 青梅市御岳本町1-1 0428‐7&8814 JR青梅線「御嶽駅」下車徒歩20分

編集後記

今号の編集にあたつて編集委員会で話し合った結果、

「もう少し内容を詳しく書ける機関誌とした方がよいので

はないか」という意見が多かったため、発行部数を抑え

る一方でページ数を増やし、1館 1ページという形に変更

して内容拡充に努めました。

また、その対応が緊急の課題となっている「『総合的な

学習の時間』への取り組み」を特集テーマとしたところ、

館の活動内容とあわせて多くの事例が寄せられました。

編集委員一同お礼申し上げます。

このささやかな試みをきっかけとして、今後の博物館

活動をよりいっそう活発にしていただければ幸いです。

ミュージアム多摩 NQ23

発行 :東京都三多摩公立博物館協議会

会長 くにたち郷土文化館
〒18G0011東京都国立市谷保6231

電話  042‐57G0211

編集委員 :東村山ふるさと歴史館

くにたち郷土文化館

東大和市立郷土博物館

パルテノン多摩歴史ミュージアム
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